
資料５

１　地域医療構想の実現に向けた取組の方向性

２　圏域内における医療機能及び他圏域との連携等の必要性

３　将来的に不足することが見込まれる医療機能の確保対策等

（１）病床の現況及び2025年の見込み［医療機能別］ ※医療機関別の結果は別紙参照

0床必要病床数-2025 0床 0床 0床 0床 0床

参

考

病床機能報告
・

意向調査

（許可病床）

0床 0床 0床

2025 0床

H28年比 0床 0床 0床

0床

H30.7.1 0床

H28.7.1

必要病床数
(2025（H37）年推計)

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等

地域医療支援病院

特定機能病院

合　計 区域内の現況、取組の方向性等

0床

在宅 在宅医療

そ
の
他

地方センター病院

地域センター病院

へき地医療

小児医療（小児救急医療）

５
事
業

救急医療

災害医療

周産期医療

糖尿病

精神医療

５
疾
病

が　ん

脳卒中

心筋梗塞等の心血管疾患

　　　　地域医療構想推進シート（参考例）　　　　　

　地域（市町村）における高齢者
の住まいの確保等に向けた取組

現状・課題

目指す姿

区　　　　　　　　　　　　　分 指 定 医 療 機 関 等 の 名 称 連携・協議が必要な圏域名
（自圏域での対応が困難な疾病等）

　限られた医療資源（病床や医療
従事者等）を有効に活用するため
の医療機関の再編・ネットワーク
化に向けた取組

現状・課題

目指す姿

　高齢化の進行に伴い、住み慣
れた地域や自宅での生活を支え
るため、その受け皿となる在宅医
療等の確保に向けた取組

現状・課題

目指す姿

　急性期医療を受けた後の患者
の受け皿となる医療機能（回復期
病床）の確保に向けた取組

現状・課題

目指す姿

平成 30 年度 区域名

　医療機関の機能（診療科）や体
制（救急医療体制等）が一部重複
していることによる役割分担等に
向けた取組

現状・課題

目指す姿
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（２－①）不足することが見込まれる医療機能の把握等

（２－②）不足することが見込まれる医療機能の確保対策（平成31年度以降の計画も含む）

№

床 → 床

床 → 床

（２－③）不足することが見込まれる医療機能の確保に向けた取組目標及びスケジュール

（３－①）医療機関の再編・ネットワーク化に向けた動き

（３－②）ＩＣＴを活用した地域医療ネットワークの整備状況（平成31年度以降の計画も含む）

№

（３－③）医療機関の再編・ネットワーク化等の取組目標及びスケジュール

スケジュール

H29 H30 H37H31 H32 H33 H34 H35 H36
取　組　目　標

ネットワークの名称 整備年度 基金の活用 概　　　　　要 登録団体・施設等

地域医療連携推進法人

病院、診療所との役割分担・連携

区　　　　　　　　　　分 開始時期（予定） 構成医療機関 主な目的

H36 H37
医療機能 取　組　目　標

スケジュール

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

基金の活用 調整会議での説明

期 期

基金の活用 調整会議での説明1

期 期

不足することが
見込まれる医療機能

病床機能報告以外に、将来的に不足する医療機能（患者数）を把握する方法等

医療機関名 予定時期 病床機能転換の内容 整　備　等　の　概　要
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（４）非稼働病床への対応 《平成31年度中に対応方法を検討》

４　在宅医療等の確保対策

（１）在宅医療等の必要量

　新たなサービス必要量（b）

　計 （a+b）

（２）訪問診療を実施している医療機関数

※厚生労働省ＮＤＢ（ナショナルデータベース）

（３）在宅医療等の確保対策のスケジュール

５　地域（市町村）における取組

（１）医療と介護が連携した地域包括ケアシステムの構築に向けた基本的な考え方　

（２）高齢者の住まいの確保

市町村名
取　組　目　標

取組目標に対する達成状況
年次 内　　　容

市町村名 「在宅医療・介護連携推進事業」の実施内容等について

確　　保　　対　　策
スケジュール

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37

人口10万対

医
療
計
画

施　　設　　数

（
地
域
医
療
構
想

）

在 宅 医 療 等

訪
問
診
療

　地域医療構想掲載ベース（a）

0 人

区　　　　　　分
H30

(H28数値）
H31

(H29数値)
H32

(H30数値)
H33

(H31数値)
H34

(H32数値)
H35

(H33数値)
H36

(H34数値)
H37

(H35数値)

2019年
（H31）

2020年
（H32）

2021年
（H33）

2022年
（H34）

2023年
（H35）

2024年
（H36）

2025年
（H37）

0 人 0 人

H28

H29 0床

H30 0床

区　　　　　　　　　　　　　分
2018年
（H30）

年　次
病床機能報告制度 圏域における対応

非稼働病床数 前年比 検　討　内　容 取　組　内　容
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（３）その他医療・介護従事者の確保等

６　地域住民への広報活動

７　調整会議における協議等

（１）協議の状況

（２）「新公立病院改革プラン」の進捗状況

（３）「公的医療機関等２０２５プラン」の進捗状況

（４）二次医療圏を越えた広域的な協議

開催日 協議の相手方 協　　議　　事　　項 協　議　の　結　果

病　　　院　　　名 プランの概要 プランの進捗状況

病　　　院　　　名 プランの概要（地域医療構想関係） プランの進捗状況

開催日 親会・部会の別 協議・報告事項 協 議 等 の 結 果

実施日 広報の種類 実施地域等 実　　施　　内　　容 対象人数・部数

市町村名 対象職種 取　組　内　容 期待される効果等
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（５）圏域内のすべての医療機関（病院及び有床診療所）の参画又は情報共有に係る取組

（６）病床機能報告制度に係る取組

８　本年度の取組に関する評価（課題）及び今後の方向性

新公立病院改革プランの進捗

公的医療機関等２０２５プラン
の進捗

地域における取組
（高齢者の住まいの確保等）

地域住民への広報活動

病床機能報告制度に係る取組

二次医療圏を越えた広域的な
協議

全医療機関参加型の調整会
議の運営等

非稼働病床（病棟）への対応

在宅医療等の確保

医療機関の再編・ネットワーク
化

ＩＣＴを活用した地域医療ネット
ワークの構築

区　　　　　　　　　　分 評　価　（　課　題　） 今後の方向性

将来的に不足する医療機能の
確保

病棟の医療機能（病床機能報告の報
告内容）の収れん

病棟の医療機能が毎年変化する
ことのないよう周知

6年後又は2025年に向けて、過剰な
医療機能に転換を予定する医療機
関への対応

構想の推進に支障のある病床転
換を行わないよう周知

区　               　分 目　　的　　等 調整会議への報告、議論の状況

未報告医療機関の解消
医療法に基づく報告義務に関す
る周知

調整会議（親会・部会）に参加

説明会の開催（情報共有）

その他

区　               　分 対　　応　　内　　容
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病院 診療所
高　度
急性期

急性期 回復期 慢性期 その他 計
高　度
急性期

急性期 回復期 慢性期 その他 計
高　度
急性期

急性期 回復期 慢性期 その他 計

1 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

2 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

3 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

4 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

5 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

6 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

7 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

8 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

9 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

10 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

11 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

12 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

13 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

14 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

15 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

16 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

17 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

18 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

19 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

20 0 床 0 床 0床 0床 0床 0床 0床 0床

計 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床

※「2025年を見据えた役割」について、番号が示す内容は以下のとおり。（当該医療機関の主たる役割に最も近い記述を１つ選択）

①：救急患者の受入れや手術など、高度・専門医療を中心とした急性期医療を担う

②：近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と連携しつつ、救急患者の初期対応や比較的症状が軽い患者に対する入院医療等の急性期医療を担う

③：近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と連携しつつ、急性期経過後のリハビリテーションを担う

④：長期にわたり療養が必要な患者に対する入院医療を担う

⑤：かかりつけ医としての役割や在宅医療における中心的な役割を担う

2025年を
見据えた役

割
(H30意向調査)

別　紙

構想区域内における医療機関の対応方針

区域名

年　 度 平成30年度

№
所　在
市町村

医療機関名

区　　　分
H28年７月1日時点（H28病床機能報告） 2025年（H30意向調査） 増　　　　減

2025年に持つべき医療機能ごとの病床数（許可病床ベース）

 ６


